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研究成果の概要（和文）： 広範に毛沢東に関する歴史的伝記資料を渉猟し、分析を加えた。とりわけ注意は払
って調査、収集したのは、エドガー・スノーの『中国の赤い星』の取材、刊行以前の毛沢東に関する報道や記事
である。それらをソ連、日本、アメリカそれぞれの国における対中情報収集体制におきなおして考察することに
より、これまで全く知られていなかった毛沢東に伝記資料、肖像資料が存在することを発見した。

研究成果の概要（英文）：　By gathering various biographical information of Mao Zedong, we discovered
 some unknown  images of Mao.  The most important discovery is the early portrait of him which was 
first appeared in the journal of American left wing in 1933.  Another unknown photo of Mao which was
 published in the official bulletin of Japanese government  in 1937 is very important as well, 
because the purported portrait of fatty Mao was completely different from what we know.  By 
analyzing various versions of early Mao images, we could shed a new light on the formation of the 
images of the "red sun" or "red star.

研究分野：中国近現代史
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
毛の初期イメージの形成、展開の過程をあきらかにすることは、わたしたちの知っているさまざまな情報や知識
やイメージが――毛にせよ、ほかの歴史人物にせよ、また正しいにせよ、ゆがんでいるにせよ、さらには間違っ
ているにせよ――歴史的に形成されたものであることを再認識することにつながるだろう。歴史的に形成された
とは、過去のある段階において、その時代特有の認識（誤認）にもとづく加工や整理、さらには改変・改竄を経
て形作られるという意味である。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
毛沢東伝は、内外を合わせ、数え切れないほど書かれてきた。とりわけ 1949 年の中華人民
共和国成立後に書かれた伝記は、毛沢東の偉大な革命指導者としてのイメージ生成に巨大な貢
献をなしたといってよい。この研究テーマに着目するにいたった理由は、その死後において、
毛沢東は厳しい歴史評価にさらされる一方、かれのこれまで研究代表者が従事してきた中国共
産党史、および共産主義政党にかんする政治文化の研究によって、中国共産党史や中国現代史
を真の意味で学術的研究にし、それらの領域の研究を長らくしばってきた革命史観の枠組みを
解体するには、その枠組みを作った当人である毛沢東その人とかれの残した政治文化について
の分析が不可避であると実感したことである。なぜなら、毛沢東は革命に従事する政治家であ
ると同時に、革命を如何に描き、歴史的評価を如何に下すかという作業を、自ら行った人物で
あったからである 

 
２．研究の目的 
 
毛沢東伝の材料となる資料を最も豊富に所蔵しているのは、中国共産党（具体的には党所轄
の研究室や文書館）であるが、党の文書館（中央档案館）を対外的に全く閉ざしているように、
党史についての情報公開に決して積極的ではない。それゆえ、本研究においては、他の領域に
比べ、編纂や発行に制限が多く、それゆえに資料的な整備の遅れている中国共産党史関連の資
料の収集を行うことが、第一の目的となる。そのさい、例えば、毛沢東イメージの生成史にお
いて、従来ほとんど顧みられることのなかったコミンテルン関連の文書やソ連・欧米で刊行さ
れた中国革命関連書籍が、毛沢東をふくむ中国革命運動をいかに描いたのかを分析すること、
そしてそのために、いわゆる中共党史資料集以外の一般的総合雑誌などの資料を収集・活用る
ことが求められるであろう。 
また、現在に至る毛沢東イメージの創出に決定的影響を及ぼしたエドガー・スノウの 1930
年代の在華取材活動（その成果が『中国の赤い星（Red Star over China）』1937）が、如何な
る条件・環境のもとでなされたのかを探ることも、毛沢東原像とイメージ操作の過程を知る上
で、非常に重要である。いわゆる中国共産党や党指導者にかんする第一次資料は、往々にして
アクセス不可能なものと考えられがちだが、原資料においても、アクセスの仕方と努力によっ
て、新事実を発掘することはまだまだ可能である。 

 
３．研究の方法 
 
毛沢東に関する情報や出版物は、玉石混交のまま数多出されてきたが、毛沢東原像を復元す
るためには、それら資料を取捨選択的に収集・検討せねばならない。ただし、公的評価から自
由でない中国の資料の性質に鑑み、中共党史に深い造詣を持つ研究代表者、分担者が各々の専
門知識を生かしながら、連携して資料の再収集、再編纂をする基礎作業がまず必要になる。ま
た、中国国外の毛沢東資料の収集や洗い直しをすることも必須である。本研究では、その基礎
作業を行った上で、さらに研究分担者以外の専門研究者も加えた共同研究会「毛沢東に関する
人文学的研究」を隔週で定期開催し、人文学的知見から意見の交換、すり合わせ、討議を重ね、
毛沢東にかんする従来の像や伝の全容解明を目指した。一言でいえば、申請者の構想する毛沢
東伝に関する総合的考察とは、現代に至るまで我々の認識をしばっている中国共産党や毛沢東
をめぐる叙述が如何に形作られたのかを、人文学的アプローチによって解明するわけである。
この人文学的アプローチにおいては、単なる政治家・革命家としては捉えきれない毛沢東の諸
相（かれには歴史家、社会調査家、スポーツ愛好家としての側面もある）を、かれの幼少期（清
末）から壮老年期（人民共和国期）にかけて、長期的・多面的に跡追う必要がある。それはお
のずから、政治史・社会史・文化史などさまざまな分野から毛沢東の生涯をたどることを要請
するであろう。基礎的作業としての史料の収集は当然として、膨大な量に上る毛沢東伝各種版
本の精査も必要となる。特に、近年中国においては、毛沢東関連の資料の部分的公開が毛の生
誕 120 周年（2013 年）をはさんで進んでおり、その動向を正確に把握することは、広く中国
近現代史研究を行う上でも重要な課題である。 
 
４．研究成果 
 
この研究活動に参加してもらう研究分担者にも本研究プロジェクトへの強い帰属意識を持っ
てもらうため、研究例会はあえて平日昼間の開催とし、隔週 1 回、3 時間の開催という独自ル
ルーを定め、濃密でインテンシブな研究環境を構築するよう努めた。その結果、本研究事業の
期間（4年）に、合計 61 回の例会を開催し、濃密で実際的な報告と討議とを繰り広げることが
できた。 
  研究初年度と二年度目にあたる 2015-2016 年度においては、基本的な資料収集とその整理
に力点をおく一方、2015 年 4月に、本研究事業の関係者を中心として発足した共同研究班「毛
沢東に関する人文学的研究」を定期開催していくことにより、それぞれの研究構成員の研究成
果を持ち寄り、相互の知見を交換した。初回の会合で研究グループのメンバーに研究の趣旨と



ディシプリンを周知徹底し、各々の分担する研究領域を確認した。研究の初年度にあたること
に鑑み、研究資料と研究機器・データの収集と構築に力を入れた。5 月から夏にかけては、石
川、村上の両名が東京、イギリス、台湾で現地調査、資料調査を通じて、多くの関連資料を得
られた。その一方で、研究代表の石川は 2015 年 7月にイギリスの中国学研究協会の招請を受け
て、ブリストル大学で開催の「Global China: The China Postgraduate Network Annual 
Conference」で基調講演を行い、毛沢東の初期イメージや伝記的情報の具体的状況を報告し、
大きな反響と好評を得た。 
 2017 年度は、毛沢東伝研究についての共同研究グループの研究会を継続実施し、2015 年以来
収集してきた毛沢東伝に関するデータ、資料、様々な版本などを持ち寄って分析するとともに、
毛沢東の国外における影響をとりあげるなど、日本の研究者にしかできないアプローチで実態
解明を進めた。研究の中間段階の公開とデータの収集、および学術交流を主目的として 9月に
本研究グループの主要メンバー7 名が北京をおとずれ、毛沢東研究の本山とも言える中国共産
党中央組織の党史関連部門とのコンタクトをはかった。結果として、先方の面会不履行により
交流は実を結ばなかったが、党史関連の収集という目標は達成することができた。このほか、
京大人文研の所蔵する旧鱒澤彰夫氏所蔵の文化大革命期紅衛兵資料の整理を継続した。 
最終年度にあたる 2018 年度は、毛沢東伝研究についての共同研究グループの研究会を引き続
き定期開催した。同研究会では、毛沢東伝に関するデータ、資料、様々な版本などを持ち寄っ
て分析するとともに、毛沢東の国外における影響をとりあげるなど、日本の研究者にしかでき
ないアプローチで実態解明を進めた。 
 研究の対外発信の一環として、8 月末に本研究グループの研究代表者がベルリンでの国際学
会 “New Perspectives on Modern Chinese History in the Light of China’s Rise”に参加
し、また 3月末には研究代表者、および研究分担者 3名が武漢の華中師範大学を訪れ、研究成
果を披露した。このほか、湖南省にある毛沢東、劉少奇、彭徳懐、曾国藩らの史跡を調査し、
それら革命人物の関連施設が今日どのように保存・公開されているかについて、現地調査する
ことができた。また、9 月にも石川がアメリカで資料調査を進めた。そのうち、いくつかの研
究成果は中国の学術刊行物に相次いで掲載されるにいたっている。 
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